
スクールミッションを常に意識・共有し
教員全員が関わる進路指導・キャリア教育

有田中央高校 （和歌山・県立）

今号より、毎号１校ずつの高校にご登場いただき、進路指導の取り組みをご紹介していきます。
第１回目の今回は、多くの系列・コースを設置する総合学科の有田中央高校。

「地域を担う人材」を育成するための取り組みにご注目ください。
取材・文／永井ミカ

進路指導実践を磨く！ 総合学科編

校長
河本好史先生（中央）
進路キャリア教育部　部長
櫻井卓馬先生（左）
生徒指導部　部長
竹中和史先生（右）

1907年創立／総合学科
生徒数427人（男子221人・女子206人）／進路状
況（2015年3月実績）大学進学3人、短大進学10
人、専各進学36人、就職77人、その他1人

■ 学校の特色

　

和
歌
山
県
立
有
田
中
央
高
校
の
前

身
は
農
業
高
校
。
１
９
９
７
年
よ
り
総

合
学
科
に
改
編
し
、福
祉
系
列
と
総
合

系
列
に
分
け
て
生
徒
募
集
を
し
て
い

る
。卒
業
後
地
元
に
残
る
生
徒
が
多
く
、

同
校
で
育
て
た
人
材
が
そ
の
ま
ま
地
域

の
人
材
と
な
る
。
そ
こ
で「
地
域
社
会
の

中
核
を
担
う
若
者
を
育
成
す
る
」と
い

う
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
打
ち
立
て
た
。

　

進
路
指
導
を
担
う
分
掌
は
進
路
キ
ャ

リ
ア
教
育
部
。
１
・２
年
次
の
指
導
と
３

年
次
の
指
導
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
主
に

進
学
や
就
職
指
導
を
行
う
進
路
部
門

と
、科
目「
産
業
社
会
と
人
間
」や
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
担
当
す
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
部
門
が
あ
る
。
役
割
を
分
け
な

が
ら
も
、進
路
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
内
で
横

断
的
に
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

進
路
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
で
は
、ス
ク
ー

ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
独
り
立
ち
」（
自
立
）

「
つ
な
が
る
」（
協
同
）若
者
と
定
義
し
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
お
い
て
、常
に
意
識
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

4月 7月 10月
学年縦割り企画 三者面談 進路模試
基礎力診断テスト 応募前職場見学 11月
SPI対策講座
（２・３年生）

進路検討会 和歌山大学見学会
SPI対策講座⑤⑥ 品評会文化祭

クレペリン対策講座 進路デュアルシステム 系列学習発表
宿泊研修・先輩ゼミ
（１年生）

履歴書指導 進路模試（２・３年生）
入退室練習・面接練習 系列選択締め切り

実力テスト（１年生） 8月 大学入試対策（1・2年生）
三者面談（３年生） 三者面談（進路） 12月

5月 体験学習（系列発表） 生きる会
進路模試 選考会 1月
企業訪問 進路模試 学校説明会
県総合学科総会 応募前職場見学 進路報告
SPI対策講座①② SPI対策講座⑦⑧ インターンシップ結団式
母校訪問 履歴書指導 インターンシップ

6月 入退室練習・面接練習 修学旅行
地域協育会総会 進路検討会 2月
先輩進路ゼミⅠ 9月 生き方在り方ゼミ
進路説明会（保護者） 進路結団式 系列学習発表会
応募前サマーガイダンス 就職試験解禁 インターンシップ報告会
進路別ＬＨＲ 進路模試（３年生） 一般出願
先輩進路ゼミ（卒業生） 応募書類発送（就職） 3月
進路希望調査（３年生） 進路デュアルシステム
系列学習発表
（地協総会）

デュアルシステム修了式

SPI対策講座③④

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.412）

入学時に福祉系列と総合系列に分かれ、
総合系列はさらに2年次より家庭、普通、
芸術、体育、情報、商業、農業の7系列11コ
ースに分かれる。各系列・コースは、①専門
職（職業人）の養成、②専門性を深めるた
めの進学、③学びへの意欲向上を目指す。

校内カンパニーを作り地元企業に
商品などを企画、提案。マンゴーア
イスなどが商品化されている。

■ 進路キャリア教育部の年間行事予定表（2015年度）

※目標達成計画などの詳細は

■ 進路キャリア教育部の目標（2015年度）

●独り立ちの第一歩として進路実現100%を目指す
　進路指導の充実
●出口指導ではなく、その先の未来を見据えた
　キャリア教育の充実
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進
路
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
で
は
目
標
実
現
の
た

め
に
、い
つ
、何
を
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
逆
算

的
発
想
で
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。

 

「
独
り
立
ち
」し
「
つ
な
が
る
」こ
と
が
で
き
る

若
者
に
育
て
る
た
め
、つ
け
る
べ
き
力
と
し
て

は
、①
３
年
間
で
何
を
学
ぶ
か
や
、自
身
の
将
来

設
計
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る（
深
め
ら
れ
る
）力

②
自
身
の
課
題（
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
規
範
・
気
持
ち
の
強
弱
）を
知
り
、課
題
克

服
に
向
け
て
の
展
望
を
持
つ
力　

③
自
己
や

他
者
へ
の
理
解
を
深
化
さ
せ
、自
己
有
用
感
を

高
め
る
力　

④
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
じ

て
働
く
こ
と
や
地
域
に
貢
献
す
る
意
義
を
見
い

だ
す
力　

⑤
主
体
的
に
考
え
、行
動
す
る
力　

と
い
う
５
つ
を
設
定
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、１
年
次
の「
産
業
社
会
と
人

間
」で
、系
列
の
説
明
を
受
け
た
り
、授
業
体
験

な
ど
を
通
し
て
、自
身
の
展
望
や
適
性
に
応
じ

た
系
列
を
絞
り
込
み
、２
年
次
以
降
自
分
が
進

ん
で
い
く
道
を
見
つ
け
て
い
く
。ま
た
職
業
観
の

育
成
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
。
特
に

卒
業
生
が
就
業
し
て
い
る
企
業
な
ど
で
実
習
す

る
こ
と
で
、就
業
に
対
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た

せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
２
年
次
で
は

先
輩
や
社
会
人
と
接
す
る
こ
と
で
人
と
の
関
わ

り
、自
己
有
用
感
を
高
め
て
い
く
。３
年
次
で
は

さ
ら
に
人
や
社
会
と
つ
な
が
り
、進
路
を
開
拓
、

独
り
立
ち
の
準
備
を
し
て
い
く
。

　

３
年
間
の
予
定
を
実
行
に
移
す
際
、最
初
は

担
当
者
が
穴
埋
め
式
の
授
業
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
作
り
担
任
に
渡
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は

担
任
の
先
生
が
受
け
身
に
な
り
、生
徒
に「
思

多
く
の
教
員
を
巻
き
込
む

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
方
式

い
」が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
方
法
を
変
え
た
。

　

ま
ず
進
路
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
部
長
の
櫻
井

卓
馬
先
生
が
各
単
元
の「
ね
ら
い
」と「
主
な
流

れ
」を
記
し
た「
仕
様
書
」

を
作
る
。

例
え
ば
、２
年
次
の
先
輩
進
路
ゼ
ミ
の
場
合
、

「
ね
ら
い
↓
ゼ
ミ
を
通
し
て
様
々
な
人
と
関
わ

り
、社
会
で
の
生
き
方
を
知
り
、自
身
の
将
来

設
計
に
活
か
す
。
主
な
流
れ
↓
ゼ
ミ
で
卒
業
生

か
ら
、実
際
に
社
会
で
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を

し
て
い
る
か
話
を
聞
く
。
話
を
受
け
て
自
分
の

将
来
設
計
に
つ
い
て
考
え
、ま
と
め
る
」と
い
っ

た
具
合
だ
。

　

こ
れ
を
元
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
門
の
各
学
年

の
担
当
者
が
、実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を

す
る
か
を
考
え
「
指
導
用
資
料
」

を

作
成
。
最
後
に
学
年
団
の
先
生
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、そ
こ
で
分
担
し
て
授

業
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
結
果
的

に
多
く
の
先
生
が
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、ま
た

担
当
分
を
計
画
・
実
施
す
る
た
め
に
は
前
後
の

取
り
組
み
に
も
注
目
す
る
た
め
、理
解
度
が
高

ま
り
生
徒
に「
思
い
」も
伝
わ
る
。
櫻
井
先
生
に

よ
る
と
、「
各
学
年
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、キ
ャ

リ
ア
教
育
部
で
作
成
す
る
よ
り
完
成
度
が
高
い

こ
と
も
少
な
く
な
い
」そ
う
だ
。

　

中
学
校
時
代
に
不
登
校
期
間
が
あ
る
な
ど
、

同
校
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
抱
え

る
生
徒
も
い
る
。
そ
こ
で
他
者
と
つ
な
が
れ
る

生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、少
し
ず
つ
世
界
を
広

げ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、入
学
し
て
最
初
の
つ
な
が
り
は
、同

じ
中
学
校
出
身
の
先
輩
と
の
縦
割
り
企
画
。入

学
し
て
不
安
な
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
話
せ
る
機

会
を
作
る
。次
は
母
校
訪
問
で
中
学
校
の
先
生

と
つ
な
が
る
。
そ
の
次
は
同
じ
中
学
校
で
は
な

い
先
輩
、そ
し
て
２
年
生
に
な
っ
た
ら
卒
業
し
た

ば
か
り
の
先
輩
、さ
ら
に
少
し
前
に
卒
業
し
た

大
学
生
や
社
会
人
、最
終
的
に
は
地
域
の
大
人

た
ち
と
、ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、少

し
ず
つ
外
の
世
界
を
広
げ
て
い
く
の
だ
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識

し
た
取
り
組
み
に
は
様
々
な
工
夫
が
。
例
え
ば
、

卒
業
生
を
囲
ん
で
の
ゼ
ミ
で
は
、順
調
に
成
功

し
た
人
８
割
、進
路
で
つ
ま
ず
き
を
経
験
し
な

4月実施の「学年縦割り企画」。まずは出身中学が
同じ先輩とグループになり、高校生活についての不
安などを話せる機会を作る。

キャリア
教育設計

■ ３年間のキャリア教育の流れ

１
年
次「
産
業
社
会
と
人
間
」

【
１
学
期
】

● 宿泊研修（２日）

● オリエンテーション

● 学校の仕組み（２回）

● 各系列の説明（７回）

● 自分を知る（４回）

● 働く意義（３回）

● 再度説明を聞きたい系列を選択・説明を受ける

● １学期のまとめ
【
２
学
期
】

● 系列選択指導（７回）

● 進路に向けて（職業調べ）（３回）

● インターンシップ準備（９回）

【
３
学
期
】

● インターンシップ事前訪問指導（３回）

● インターンシップ直前指導・結団式（３回）

● インターンシップ（２日間）

● 礼状作成（３回）

● グループ内発表（２回）

● クラス内発表（２回）

● お世話になったあの人へ・まとめ（２回）

２
年
次
総
合
学
習

「
セ
ル
フ

  

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」

● 自分を表現する（３回）

● 先輩進路ゼミ（５回）

● 母校訪問（４回）

● ソーシャルスキルトレーニング（６回）

● 先輩進路ゼミⅡ（７回）

● 生き方在り方ゼミ（５回）

３
年
次
総
合
学
習

「
リ
ン
ク
ア
ッ
プ

  

ゼ
ミ
」

● 人・社会とつながる（４回）

● 社会人の心得（５回）

● 進路開拓のためのスキルトレーニング（６回）

● 独り立ちのためのスキルトレーニング（７回）

● まとめ（４回）

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.412）

少
し
ず
つ
世
界
を
広
げ

「
つ
な
が
る
」若
者
を
育
成

対人能力
育成
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が
ら
も
前
向
き
に
歩
ん
で
い
る
人
２
割
に
話
を

し
て
も
ら
う
。
こ
れ
ら
ど
ん
な
取
り
組
み
で
も

必
ず
振
り
返
り
や
報
告
を
行
い
、生
徒
に
力
が

定
着
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

11
年
6
月
、有
田
中
央
高
校
地
域
協
育
会

が
設
立
さ
れ
た
。
町
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
組
織

で
、生
徒
＝
地
域
の
後
継
者
を
み
ん
な
で
育
て

よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。
品
評
会
文
化
祭
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、生
き
方
在
り
方
ゼ
ミ
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
学

校
に
協
力
し
て
く
れ
る
ほ
か
、地
域
と
連
携
し

た
様
々
な
地
域
行
事
も
開
か
れ
る
。

　

生
徒
が
発
表
を
行
う
と
き
も
、地
域
協
育
会

を
は
じ
め
地
域
の
大
人
が
来
校
し
て
く
れ
る
。

品
評
会
文
化
祭
の
系
列
学
習
発
表
会
は
ポ
ス

た
大
学
進
学
は
望
ま
な
い
も
の
の
大
幅
に
学
習

が
遅
れ
て
い
る
生
徒
に
対
し
て
は
九
九
か
ら
や

り
直
さ
せ
る
な
ど
、実
力
に
応
じ
た
学
習
指
導
で

「
や
り
直
し
が
で
き
る
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
」

と
い
う
実
感
や
自
尊
感
情
を
育
て
て
い
る
。

　

個
別
の
面
接
指
導
で
は
逃
げ
出
し
て
し
ま

う
生
徒
も
い
る
た
め
に
３
年
生
全
員
参
加
の
グ

ル
ー
プ
面
談
を
進
学
、就
職
問
わ
ず
実
施
。
１

人
の
生
徒
が
、面
接
官
の
役
割
を
す
る
複
数
の

生
徒
と
面
談
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、生
徒
自
身
が

質
問
項
目
も
考
え
る
こ
と
か
ら
、ど
ん
な
質
問

が
想
定
で
き
る
か
、ど
ん
な
答
え
が
望
ま
し
い
か

な
ど
を
考
え
る
機
会
に
な
る
と
い
う
。

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ

と
、１
人
で
は
発
表
が
難
し
い
生
徒
も
、ほ
か
の

生
徒
が
一
緒
に
い
る
の
で
安
心
で
き
ま
す
。
ま

た
、聞
い
て
く
れ
る
方
を
自
分
で
呼
び
込
ん
だ

り
、質
問
に
答
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
に
は
お
勧

め
の
方
法
」と
櫻
井
先
生
。
地
域
の
人
と
話
す

こ
と
で
、地
域
の
人
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
、期
待

さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
育
成
し
、生
徒
が

変
わ
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

　

進
路
指
導
部
門
で
は
、進
路
実
現
１
０
０
％

を
目
標
に
多
様
な
希
望
に
合
わ
せ
て
き
め
細
や

か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

就
職
で
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
多
角
的
な
視

点
で
見
て
い
く
進
路
検
討
会
は
も
ち
ろ
ん
、過

去
に
ど
の
よ
う
な
生
徒
が
合
格
し
た
か
、離
職

率
や
離
職
理
由
な
ど
を
調
べ
た
企
業
カ
ル
テ

を
作
成
。生
徒
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重

視
し
て
い
る
。
２
週
間
の
職
業
体
験
で
あ
る
進

路
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
も
、ま
だ
数
名
程
度
で
あ

る
が「
働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
た
い
」と

い
う
希
望
者
を
対
象
に
実
施
。
徐
々
に
人
数
も

増
や
し
離
職
率
低
下
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　

進
学
で
は
、中
学
時
代
に
不
登
校
な
ど
で
学

習
が
進
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、意
欲
が
あ
り
保
護

者
も
望
ん
で
い
る
生
徒
に
対
し
て
個
別
大
学
入

試
対
策
を
実
施
。
動
画
で
学
べ
る「
ス
タ
デ
ィ
サ

プ
リ
」な
ど
も
使
い
、近
年
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
大
学
へ
の
進
学
な
ど
の
実
績
も
作
っ
た
。
ま

進路指導実践を磨く！　総合学科編

有田中央高校の進路指導のスタンス

毎
日
一
つ
改
善
し

生
徒
の
成
長
を
見
守
る

　

同
校
で
は
多
く
の
会
議
が
校
長
室

で
行
わ
れ
、分
掌
を
超
え
て
教
員
が

集
ま
る
。
な
か
で
も
「
進
路
キ
ャ
リ
ア

教
育
部
と
生
徒
指
導
部
は
両
輪
で
動

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
掌
。

進
路
実
現
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

生
徒
指
導
が
鍵
に
な
り
ま
す
」と
河

本
好
史
校
長
先
生
は
言
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
育
て
る
た

め
、全
教
員
と
地
域
の
大
人
が
協
力

す
る
。
卒
業
前
に
３
年
生
が
自
由
発

表
す
る
「
生
き
る
会
」で
は
、自
分
が

こ
の
学
校
で
成
長
で
き
た
喜
び
や
先

生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
語
る
生
徒

も
。
最
近
で
は「
仕
方
な
く
行
く
高

校
」か
ら
「
有
田
中
央
に
行
き
た
い
」

と
前
向
き
に
入
学
す
る
生
徒
も
増
え

て
き
た
。

 

「
毎
日
何
か
一つ
改
善
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
生
徒
の
プ
ラ
ス
、

地
域
の
プ
ラ
ス
、学
校
の
プ
ラ
ス
に
な

る
と
い
う
、い
い
ル
ー
プ
で
回
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

仕
事
を
す
る
う
え
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
櫻
井
先
生
）

ポスターセッションの場合、壇上での発表と違い、全員が近い距離で来場者
と接する機会を持てるのがメリット。

面接練習は5～6人で1組のグループにな
り、1人ずつ順番に面接を受ける役になる。
残りは面接官として自分で考えた質問を投
げかけ、気づいたことも相手に伝える。

地
域
を
担
う
人
材
を
共
に

育
て
る
地
域
協
育
会
設
立

地域連携

多
様
な
進
路
に
応
え
る

就
職
指
導
、進
学
指
導

進路指導
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